
 1 

２
０
２
３
年
度 

第
２
回 

早
慶
上
理
難
関
国
公
立
大
模
試 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

 

問
一 

10
点 

︵
模
範
解
答
例
） 

 

（
Ａ
） 

Ｂ
〇
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ａ
・
Ｂ
） 

 

Ａ
〇
４
点 

 

 

商
品
は
、
市
場
の
中
で
は
他
の
何
に
で
も
転
換
さ
れ
う
る
普
遍
的
な
手
段
で
あ
る 

貨
幣
（
お
金
〉 

と
等
価
な
も
の
で
あ
り
、 

 

Ｃ
○
２
点 

貨
幣
の
性
質
が
商
品
に
も
伝
染
す
る
か
ら
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
を
行
う
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
採
点
を
行
っ
て
構
わ
な
い
）】 

▲
末
尾
が
「
か
ら
・
の
で
・
た
め
」
な
ど
、
理
由
を
表
す
語
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
▲
１
点
減
点
。 

 Ａ
「
商
品
は
、
貨
幣
（
お
金
〉
と
等
価
な
も
の
で
あ
る
」（
４
点
） 

 

△
「
商
品
の
価
値
は
貨
幣
に
換
算
さ
れ
る
」「
商
品
は
貨
幣
と
の
対
応
で
き
ま
る
」
な
ど
、「
貨
幣
と
等
価
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
い
た
っ
て
い
な
い
場
合
、
△
２
点
。 

 

✖
「
商
品
の
価
値
は
貨
幣
で
決
ま
る
」
な
ど
は
不
可
✖
。 

○
「
商
品
は
貨
幣
と
等
価
交
換
で
き
る
」
「
商
品
が
一
定
量
の
お
金
と
等
価
と
み
な
す
こ
と
」 

 Ｂ
「
貨
幣
（
お
金
〉
は
市
場
の
中
で
は
他
の
何
に
で
も
転
換
さ
れ
う
る
普
遍
的
な
手
段
で
あ
る
」（
４
点
） 

 
 

△
「
何
に
で
も
転
換
さ
れ
う
る
」
と
い
う
要
素
の
ヌ
ケ
は
△
２
点
。 

 
 

△
「
お
金
は
普
遍
的
な
手
段
」
の
み
は
△
２
点 

 

Ｃ
「
貨
幣
の
性
質
が
商
品
に
も
伝
染
す
る
」
（
２
点
） 

 

△
「
性
質
が
」
の
ヌ
ケ
な
ど
、
何
が
伝
染
す
る
か
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
場
合
、
▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

○
Ｃ
の
部
分
に
、「
貨
幣
」
や
「
商
品
」
と
い
う
語
が
無
く
て
も
、
文
の
ど
こ
か
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
全
体
で
、「
貨
幣
の
性

質
が
商
品
に
伝
染
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
文
全
体
で
読
み
取
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
性
質
が
伝
染
す
る
」
は
「
性
質
を
帯
び
る
」
等
で
も
可
○
。 

 

△
「
性
質
が
伝
染
す
る
」
は
「
性
質
が
適
用
さ
れ
る
」
等
は
△
１
点
。 

 

○
「
お
金
の
性
質
が
伝
染
す
る
」
「
貨
幣
の
性
質
が
対
象
と
な
る
も
の
全
て
に
伝
染
す
る
」
「 
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問
二 

12
点 

︵
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
〇
６
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高
級
な
規
範
の
特
定
の
目
的
が
低
級
な
市
場
的
規
範
の
不
特
定
な
目
的
の
手
段
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

Ｂ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

前
者
は
後
者
に
締
め
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
包
摂
さ
れ
、
そ
の
性
質
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
（
86
字
） 

  

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
を
行
う
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
採
点
を
行
っ
て
構
わ
な
い
）】 

 Ａ
「
高
級
な
規
範
の
特
定
の
目
的
が
低
級
な
市
場
的
規
範
の
不
特
定
な
目
的
の
手
段
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
（
６
点
） 

 

○
【
「
高
級
な
規
範→

特
定
の
目
的
」
が
「
低
級
な
市
場
規
範→

不
特
定
な
目
的
（
の
手
段
）
」
へ
転
換
す
る
】
と
い
う
内
容
で

○
。
こ
れ
ら
の
語
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
特
定
の
目
的
」「
不
特
定
な
目
的
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
誤
ま
っ
て
い
た
ら
✖
０
点
。 

  

△
「
高
級
な
非
市
場
的
規
範
が
市
場
的
規
範
に
な
る
」
の
よ
う
に
、
「
特
定
の
目
的
」
「
不
特
定
な
目
的
（
の
手
段
）
」
の
要
素

が
抜
け
て
い
る
場
合
は
▲
２
点
減
点
。 

 
 Ｂ

「
前
者
は
後
者
に
締
め
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
」
（
３
点
） 

 

○
「
前
者
が
後
者
に
締
め
出
さ
れ
る
と
い
う
の
は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
。 

○
前
後
か
ら
、
「
前
者
」
＝
「
高
級
な
規
範
の
特
定
の
目
的
」
、
「
後
者
」
＝
「
低
級
な
市
場
的
規
範
の
不
特
定
な
目
的
（
の
手

段
）
」
の
内
容
が
読
み
取
れ
れ
ば
、
「
前
者
」
「
後
者
」
の
語
は
不
要
。
Ａ
で
減
点
さ
れ
て
て
い
て
も
、
Ａ
に
２
つ
の
要
素
が

あ
り
、
そ
の
２
つ
を
指
す
こ
と
が
読
み
取
れ
れ
ば
○
。 

 

✖
「
前
者
」
「
後
者
」
の
語
が
無
く
、
何
が
「
締
め
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
（
＝
締
め
出
さ
れ
る
と
い
う
の
は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
で
あ
る
」
の
か
読
み
取
れ
な
い
場
合
は
不
可
✖
。 

 

Ｃ
「
む
し
ろ
包
摂
さ
れ
、
そ
の
性
質
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
」
（
３
点
） 

 

○
「
高
級
な
規
範
の
特
定
の
目
的
（
＝
前
者
）
」
が
「
低
級
な
市
場
的
規
範
の
不
特
定
な
目
的
（
の
手
段
）
（
＝
後
者
）
」
に
包

摂
さ
れ
、
そ
の
性
質
を
変
え
て
し
ま
う
、
と
読
み
取
れ
る
こ
と
。 

 

✖
「
包
摂
さ
れ
る
」
の
が
、
「
低
級
な
市
場
的
規
範
の
不
特
定
な
目
的
（
の
手
段
）
」
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
場
合
は
✖
。 

 

△
「
包
摂
さ
れ
る
」
の
要
素
抜
け
で
、
単
に
「
性
質
を
変
え
る
（
失
わ
れ
て
し
ま
う
／
変
質
／
変
容
す
る 

な
ど
）
」
の
み
の

場
合
は
、
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

○
「
包
摂
さ
れ
る
」
は
「
取
り
込
ま
れ
る
」
の
よ
う
な
表
現
で
も
可
○
。「
性
質
を
変
え
る
」
は
、「
高
級
な
規
範
の
特
定
の
目

的
自
体
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
」
、
「
火
K
地
の
あ
る
目
的
は
存
在
で
き
な
く
な
る
」
の
よ
う
な
表
現
で
も
、
可
○
。 

 

 

▲
末
尾
が
「
た
め
」
「
か
ら
」
「
の
で
」
な
ど
不
適
切
な
場
合
は
全
体
か
ら
▲
１
点
減
点
。 

 



 3 

 
問
三 
４
点×

２
＝
８
点 

 
 

（
解
答
）

Ⅰ
＝
ロ 

 

Ⅱ
＝
イ 

 
 

 
 

  

問
四 

３
点×

２
＝
６
点 

 
 

（
解
答
）

ロ
・
ホ
︵
順
不
同
可
︶ 

  

問
五 

４
点 

（
解
答
） 

普
遍
的
な
交
換
可
能
性
︵
完
答
︶ 

  

問
六 

５
点 

  

（
解
答
）

ニ→

イ→

ハ→

ロ
︵
完
答
︶ 

  

問
七 

５
点 

 

（
解
答
） 

ニ 

  



 4 

二 

（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

  

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

  

（
解
答
） 
１ 
反
旗 

 

２ 

痕
跡 

 

３ 

奨
励 

 

４ 

破
綻 

    

問
二 

３
点×

２
＝
６
点 

  

（
解
答
） 

ａ 

ニ 
 

ｂ 

ニ 
 

 

  

問
三 

12
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

産
業
社
会
へ
の
転
換
に
よ
っ
て 

繁
栄
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、 

 

Ｃ
○
３
点 

自
由
放
任
主
義
経
済
に
よ
る
独
占
と
富
の
集
中
が
深
刻
化
し
、
社
会
全
体
に
富
が
行
き
渡
っ
て
い
な
い
、 

Ｄ
○
３
点 

極
端
な
格
差
社
会
と
な
っ
た
時
代
。
（
80
字
）（
12
点
） 

 
 

  

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｄ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
八
〇
字
以
内 

三
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 
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■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
産
業
社
会
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
」（
３
点
） 

✖
社
会
が
産
業
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 
 Ｂ

「
繁
栄
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
」
（
３
点
） 

 

✖
産
業
化
し
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
み
え
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

○
「
一
見
す
る
と
反
映
し
て
い
る
が
」
「
繁
栄
の
陰
で
」
な
ど
で
○
。 

 Ｃ
「
自
由
放
任
主
義
経
済
に
よ
る
独
占
と
富
の
集
中
が
深
刻
化
し
社
会
全
体
に
富
が
行
き
渡
っ
て
い
な
い
」（
３
点
） 

✖
実
は
自
由
放
任
主
義
で
あ
っ
た
た
め
に
富
の
偏
在
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加
点
な
し

✖
０
点
。 

▲
「
富
の
集
中
」
に
触
れ
て
い
な
い
も
の
▲
２
点
減
点
。 

○
「
自
由
放
任
主
義
経
済
の
激
し
い
競
争
の
背
後
で
独
占
企
業
が
富
を
吸
い
取
る
」
「
背
後
で
は
自
由
放
任
主
義
経
済
に
よ
っ

て
巨
大
企
業
が
富
を
独
占
し
て
い
る
」
な
ど
で
○
。 

 
 Ｄ

「
極
端
な
格
差
社
会
と
な
っ
た
時
代
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ｃ
の
た
め
に
、
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｄ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

○
「
格
差
社
会
と
な
っ
た
」
「
格
差
が
極
端
に
広
が
っ
た
歪
ん
だ
時
代
」
「
（
格
差
な
ど
の
）
社
会
の
歪
み
が
深
刻
化
し
て
い
っ

た
時
代
」
な
ど
で
○
。 

 

✖
「
歪
ん
だ
時
代
」
の
み
で
は
説
明
不
十
分
✖
。 

  

問
四 

４
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｂ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

機
会
を
公
平
に
し
、 

生
産
性
を
高
め
る
こ
と
。
（
４
点
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｂ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
二
〇
字
以
内 

九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
機
会
を
公
平
に
し
」
（
２
点
） 

✖
本
文
「
一
人
一
人
の
分
け
前
も
増
加
す
る
可
能
性
を
高
め
る
」
に
つ
い
て
、
「
一
人
一
人
の
可
能
性
を
高
め
る
」
を
、
端
的

に
ま
と
め
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

✖
「
格
差
解
消
の
た
め
」 

✖
「
多
く
の
人
が
試
合
に
参
加
す
る
べ
き
」
は
ア
メ
リ
カ
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
で
き
て
い
な
い
の
で
✖
。 
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Ｂ
「
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
」
（
２
点
） 

 

✖
「
要
素
Ａ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
「
生
産
の
最
大
化
」
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
✖
０
点
。 

  

問
五 

12
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

確
か
な
ル
ー
ル
と
監
視
体
制
に
よ
っ
て 

民
主
主
義
の
理
想
と
資
本
主
義
に
よ
る
繁
栄
を 

 

Ｃ
○
３
点 

両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
信
念
こ
そ
が
、 

Ｄ
○
３
点 

ア
メ
リ
カ
型
競
技
を
成
長
さ
せ
る
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
（
80
字
）
（
12
点
） 

 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｂ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
八
〇
字
以
内 

三
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 Ａ
「
確
か
な
ル
ー
ル
と
監
視
体
制
に
よ
っ
て
」
（
３
点
） 

✖
本
文
「
こ
の
信
念
」
の
内
容
と
し
て
、
「
ル
ー
ル
と
監
視
体
制
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖

０
点
。 

 
 Ｂ

「
民
主
主
義
の
理
想
と
資
本
主
義
に
よ
る
繁
栄
を
」
（
３
点
） 

 

✖
本
文
「
こ
の
信
念
」
の
内
容
と
し
て
、「
民
主
主
義
と
資
本
主
義
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

○
「
民
主
主
義
の
理
想
」
は
「
自
由
」
、
「
資
本
主
義
の
繁
栄
」
を
「
豊
か
さ
」
と
し
て
も
○
。 

 

Ｃ
「
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
信
念
こ
そ
が
」（
３
点
） 

 

✖
本
文
「
こ
の
信
念
」
の
内
容
と
し
て
、
要
素
Ｂ
の
「
両
立
」
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｃ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

Ｄ
「
ア
メ
リ
カ
型
競
技
を
成
長
さ
せ
る
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
（
３
点
） 

 

✖
傍
線
部
「
ゆ
り
か
ご
」
を
一
般
化
し
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｄ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

○
「
ゆ
り
か
ご
」
の
言
い
換
え
は
、
「
成
長
」
「
育
成
」
「
普
及
」
「
発
展
」
「
基
礎
」
「
基
盤
」
な
ど
。 
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問
六 
４
点 

 

（
解
答
） 
ハ 

  

問
七 

４
点 

 

（
解
答
） 

人
為
的
集
団
統
合 
（
７
字
） 
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三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
合
計
50
点
） 

 

問
一 
１
点×

３
＝
３
点 

 

（
解
答
）
ａ 
ず
い
じ
ん 

 

ｂ 

ぞ
う
し
き 

 

ｃ 

だ
い
り 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

✖
い
ず
れ
も
正
解
以
外
は
✖
。 

ａ
✖
「
ず
い
し
ん
」 

等 

ｂ
✖
「
ざ
ふ
し
き
」
・「
ぞ
う
し
ょ
く
」 

等 

 

ｃ
✖
「
う
ち
」 

等 

  

問
二 

３
点×

３
＝
９
点 

 

（
解
答
） 

Ｘ 

九
条
殿 

 
 
 

Ｙ 

さ
る
べ
き
人
々 

 
 

Ｚ 

帝 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ｘ
「
九
条
」
は
△
１
点
。
「「
藤
原
師
輔
」
は
✖
０
点
。 

 

Ｙ
「
さ
る
べ
き
人
・
去
る
べ
き
人
び
と
」
な
ど
は
△
２
点
。 

 

Ｚ
「
内
裏
・
天
皇
・
村
上
天
皇
」
は
✖
０
点
。 

  

問
三 

３
点×

３
＝
９
点 

 

（
解
答
） 

甲 

ロ 
 
 

乙 

ニ 
 
 
 

丙 

ホ 
 

  

問
四 

３
点×

２
＝
６
点 

 

Ａ
（
解
答
例
）
３
点 

 

Ａ
○
２
点 

 
 

Ｂ
○
１
点 

 

（
Ａ
） 

 

お
供
の
者
は 

ま
っ
た
く 

理
解
で
き
な
か
っ
た
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
お
供
の
者
は
〜
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
」（
２
点
） 

 
 

△
「
お
供
の
者
は
理
解
で
き
な
い
・
御
供
の
人
は
分
か
ら
な
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
△
１
点
。 

 
 

○
右
の
意
が
あ
る
上
で
、
過
去
（
〜
た
）
の
意
も
あ
れ
ば
○
２
点
。 

 

Ｂ
「
ま
っ
た
く
」
（
１
点
） 

 

○
「
ま
っ
た
く
〜
な
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
○
１
点
。 

 

○
「
ま
っ
た
く
」
は
、
全
否
定
に
な
っ
て
い
れ
ば
「
少
し
も
・
全
然
」
な
ど
で
も
よ
い
○
。 

 

✖
「
あ
ま
り
・
少
し
・
や
や
」
な
ど
は
✖
。 
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○
採
点
例 

Ａ
２ 

 
 
 
 
 

Ｂ
１ 

（
Ａ
） 

１ 

御
供
の
者
た
ち
は
、
全
く 

理
解
で
き
な
か
っ
た
。
（
３
点
） 

 

Ａ
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
１ 

（
Ａ
） 

 

２ 

お
供
の
人
は 

何
が
あ
っ
た
の
か
、
全
く 

理
解
で
き
な
か
っ
た
。
（
３
点
） 

Ｂ
１ 

 

Ａ
２ 

 

３ 

少
し
も 

お
供
の
人
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
（
３
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

Ｃ
（
解
答
例
）
３
点 

 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

言
う
ま
で
も
な
く
、 

九
条
殿
も
伺
候
な
さ
っ
て
、 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
言
う
ま
で
も
な
く
」
（
１
点
） 

 
 

○
「
も
ち
ろ
ん
・
当
然
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 

○
「
言
う
ま
で
も
な
い
」
の
よ
う
に
連
用
修
飾
の
形
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
よ
し
と
す
る
。 

 

Ｂ
「
九
条
殿
も
伺
候
な
さ
っ
て
」
（
２
点
） 

 

○
「
九
条
殿
も
」
の
「
も
」
は
、
「
が
・
は
」
な
ど
に
な
っ
て
い
て
も
よ
し
と
す
る
。 

 

①
「
九
条
殿
も
伺
候
す
る
」
の
意
が
あ
れ
ば
１
点
。 

 
 

○
「
伺
候
す
る
」
は
「
お
仕
え
す
る
・
仕
え
申
し
上
げ
る
・
仕
え
る
」
な
ど
で
も
よ
い
。
「
参
上
す
る
」
は
✖
。 

 

②
「
九
条
殿
も
〜
な
さ
っ
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
１
点
。 

 
 

○
「
〜
な
さ
っ
て
」
は
「
〜
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
・
お
〜
に
な
っ
て
」
で
も
よ
い
。 

 

▲
文
末
が
「
〜
て
」
、
も
し
く
は
、
「
〜
連
用
形
」
な
ど
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 

△
「
伺
候
す
る
」
も
「
〜
な
さ
っ
て
」
も
あ
る
が
、
「
九
条
殿
」
が
な
い
場
合
は
△
１
点
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

問
五 

６
点 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
１
点 

 

Ｂ
〇
１
点 

Ｃ
〇
１
点 

 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
条
殿
が
、
夜
中
に
、
あ
は
は
の
辻
で
、
百
鬼
夜
行
に
出
く
わ
し
、 

Ｅ
○
１
点 

半
時
ほ
ど
魔
除
け
の
経
文
を
読
ん
で
や
り
過
ご
し
た
こ
と
。（
６
点
） 

 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
九
条
殿
が
」
（
１
点
） 

 

○
「
九
条
殿
一
行
が
・
九
条
殿
と
お
供
が
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
夜
中
に
」（
１
点
） 

 

○
「
夜
更
け
に
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

○
「
宮
中
を
出
た
時
・
皇
居
か
ら
の
返
り
に
」
な
ど
の
有
無
は
不
問
。 
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Ｃ
「
あ
は
は
の
辻
で
」（
１
点
） 

 
○
「
東
の
大
宮
大
路
を
南
へ
進
ん
だ
辺
り
」
な
ど
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｄ
「
百
鬼
夜
行
に
出
く
わ
し
」（
２
点
） 

 

○
「
出
く
わ
し
」
は
「
遭
遇
し
・
会
い
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

△
「
百
鬼
夜
行
」
は
「
鬼
達
・
怪
物
の
一
団
」
な
ど
で
も
よ
い
が
、
複
数
で
あ
る
こ
と
が
不
明
な
場
合
は
△
１
点
。 

 

Ｅ
「
半
時
ほ
ど
魔
除
け
の
経
文
を
読
ん
で
や
り
す
ご
し
た
こ
と
。」
（
１
点
） 

 

○
「
経
を
読
ん
だ
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
「
読
経
し
た
」
な
ど
○
。 

 

○
「
半
時
ほ
ど
」
「
魔
除
け
の
」
「
簾
を
下
ろ
し
」
「
車
を
止
め
て
」
「
お
供
を
静
め
て
」
な
ど
の
有
無
は
不
問
。 

 

○
「
や
り
す
ご
す
」
の
有
無
も
不
問
（
「
〜
て
い
た
・
過
ご
し
た
」
な
ど
で
も
よ
く
、
「
退
散
さ
せ
た
・
追
っ
払
っ
た
」 

 
 

な
ど
で
も
よ
し
と
す
る
）
。 

 

✖
「
半
時
ほ
ど
や
り
過
ご
し
た
」
な
ど
は
経
文
を
読
む
意
が
な
い
の
で
不
可
✖
。 

   

問
六 

６
点 

 

（
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
生
ま
れ
て
く
る
自
分
の
孫
が
皇
子
で
あ
る
な
ら
調
六
が
出
ろ
」
と
言
っ
て
賽
を
振
っ
た
と
こ
ろ
、 

Ｂ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
度
で
調
六
が
出
た
こ
と
。（
６
点
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

▲
主
語
（
九
条
殿
）
を
書
く
必
要
は
な
い
が
誤
っ
て
い
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
と
す
る
。 

✖
要
素
Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
、
Ａ
は
得
点
で
き
な
い
。 

 Ａ
「
「
生
ま
れ
て
く
る
自
分
の
孫
が
皇
子
で
あ
る
な
ら
調
六
が
出
ろ
」
と
言
っ
て
賽
を
振
っ
た
と
こ
ろ
、」
（
３
点
） 

 

①
「
調
六
出
ろ
と
言
っ
て
賽
を
振
る
と
」
、
ま
た
は
「
調
六
出
ろ
と
言
っ
て
い
た
と
こ
ろ
」
の
意
が
あ
れ
ば
１
点
。 

 
 

○
「
調
六
」
は
「
六
の
ぞ
ろ
目
・
縁
起
の
い
い
目
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 

○
「
賽
」
は
「
サ
イ
コ
ロ
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

②
「
皇
子
が
生
ま
れ
る
な
ら
」
、
ま
た
は
「
生
ま
れ
る
の
が
皇
子
な
ら
」
、
「
孫
が
皇
子
な
ら
」
の
意
が
あ
れ
ば
２
点
。 

 
 

○
「
皇
子
」
は
「
男
子
」
で
も
よ
い
。 

 
 

○
「
生
ま
れ
る
」
は
「
娘
の
お
腹
に
い
る
」
で
も
よ
い
。 

 
 
 

○
「
娘
の
お
腹
の
子
が
男
な
ら
ば
」
な
ど
で
○
。 

△
「
娘
の
」
が
な
い
「
お
腹
に
い
る
」
は
▲
１
点
減
点
。 

 
 

○
「
自
分
の
孫
」
の
有
無
は
不
問
。 

。 

  

Ｂ
「
一
度
で
調
六
が
出
た
こ
と
。」
（
３
点
） 

 

①
「
調
六
が
出
た
こ
と
」
の
意
が
あ
れ
ば
２
点
。 

 
 

○
「
調
六
」
は
「
六
の
ぞ
ろ
目
・
思
っ
た
と
お
り
の
目
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 

▲
「
六
」
を
算
用
数
字
「
６
」
と
書
い
て
い
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 
 

○
「
調
六
」
の
意
は
解
答
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 
 
 

例 

皇
子
が
生
ま
れ
る
な
ら
調
六
が
出
ろ
と
言
っ
て
賽
を
振
る
と
、
一
度
で
〇
そ
の
目
が
出
た
と
い
う
こ
と
。 

 

②
右
の
点
が
あ
る
上
で
「
一
度
で
」
の
意
が
あ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
１
点
。 



 11 

問
七 

９
点 

 

（
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
条
殿
が
、
東
西
の
大
宮
大
路
に
足
を
置
い
て
北
向
き
に
内
裏
を
抱
く
と
い
う
、
繁
栄
を
期
待
さ
せ
る
夢
を
見
た
が
、 

Ｂ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
〇
３
点 

 

女
房
が
さ
ぞ
か
し
股
が
痛
か
っ
た
だ
ろ
う
と
茶
化
し
た
た
め
に
、
自
身
は
摂
政
・
関
白
に
な
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
。（
９
点
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 Ａ
「
九
条
殿
が
、
東
西
の
大
宮
大
路
に
足
を
置
い
て
北
向
き
に
内
裏
を
抱
く
と
い
う
、
繁
栄
を
期
待
さ
せ
る
夢
を
見
た
が
」（
３
点
） 

 

①
「
繁
栄
を
期
待
さ
せ
る
夢
を
見
た
」
意
が
あ
れ
ば
、
【
１
点
】
。 

 
 

○
解
答
全
体
で
こ
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 
 

✖
「
繁
栄
」
に
相
当
す
る
意
味
が
な
い
「
吉
兆
の
夢
を
見
た
・
よ
い
夢
を
見
た
」
な
ど
は
✖
。 

 
 

○
「
繁
栄
」
は
「
出
世
す
る
・
世
を
掌
握
す
る
・
宮
中
を
我
が
物
に
す
る
・
摂
政
関
白
に
な
る
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 

○
「
若
い
頃
に
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

 
 

②
「
①
」
の
点
が
あ
る
上
で
、
主
語
「
九
条
殿
が
」
が
あ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
【
１
点
】
。 

 
 

※
「
九
条
殿
」
は
「
藤
原
師
輔
・
師
輔
」
で
も
よ
い
。 

  

③
「
①
」
の
点
が
あ
る
上
で
、
「
内
裏
を
抱
く
」
意
が
あ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
【
１
点
】
。 

 
 

○
「
北
向
き
に
」
「
朱
雀
門
の
前
で
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

 

○
「
東
西
の
大
宮
大
路
に
足
を
置
い
て
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
「
女
房
が
さ
ぞ
か
し
股
が
痛
か
っ
た
だ
ろ
う
と
茶
化
し
た
た
め
に
」
（
３
点
） 

 

①
「
茶
化
し
た
・
悪
く
夢
解
き
（
夢
占
い
）
を
し
た
・
解
釈
を
誤
っ
た
・
夢
の
知
ら
せ
を
取
り
違
え
る
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 

○
「
不
適
当
な
夢
解
き
の
返
答
を
し
た
」
「
く
だ
ら
な
い
夢
あ
わ
せ
を
し
た
」
「
悪
く
解
釈
さ
れ
た
」
な
ど
で
○
。 

  

②
「
①
」
の
点
が
あ
る
上
で
、
主
語
「
女
房
が
」
が
あ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
【
１
点
】
。 

 
 

○
「
お
付
き
の
・
そ
ば
に
い
た
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

  

③
「
①
」
の
点
が
あ
る
上
で
、
「
股
が
痛
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
【
１
点
】
。 

 
 

○
「
さ
ぞ
か
し
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｃ
「
自
身
は
摂
政
・
関
白
に
な
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
（
３
点
） 

 

①
「
摂
政
・
関
白
に
な
れ
な
か
っ
た
・
摂
政
・
関
白
に
な
ら
な
か
っ
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 
 

○
主
体
に
関
す
る
「
自
分
（
九
条
殿
）
」
や
「
子
々
孫
々
・
子
孫
・
一
族
」
な
ど
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

  

※
「
①
」
の
意
が
な
く
、
要
素
Ａ
・
要
素
Ｂ
の
合
計
点
が
【
０
点
】
で
な
い
場
合
に
限
り
、「
期
待
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
・
実
現
し
な

か
っ
た
・
正
夢
に
な
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
は
【
２
点
】
。 

  

※
「
①
」
の
意
が
な
く
、
「
出
世
し
な
か
っ
た
・
栄
え
な
か
っ
た
」
な
ど
は
【
１
点
】 

  



 12 

 
問
八 
１
点×

２
＝
２
点 

 

（
解
答
） 
（
１
）

イ 
 
 

（
２
）

ハ 
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四 
漢
文 

５
０
点 

 
 

 

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

 

（
解
答
）

ａ 
お
お
し 

 
 
 
 
 
 
 

ｂ 

し
か
ら
ば
す
な
わ
ち 

ｃ 
こ
こ
を
も
っ
て 

 
 
 
 
    

ｄ 

よ
り
て 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

▲
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

例 

ａ
「
お
ほ
し
」
ｂ
「
し
か
ら
ば
す
な
は
ち
」 

 
 

 
 
 
 

✖
送
り
仮
名
の
不
足
は
０
点
。 

 
 
 
 

✖
ｂ
「
し
か
れ
ば
」
は
✖
。 

△
「
す
な
わ
ち
」
が
で
き
て
い
れ
ば
部
分
点
△
１
点
。 

 
 
 
 

○
ｃ
「
こ
こ
を
も
っ
て
」
は
「
こ
こ
を
も
つ
て
」
も
可
。 

 
 
 
 

○
ｄ
「
よ
り
て
」
は
「
よ
っ
て
」
「
よ
つ
て
」
も
可
。 

 

○
採
点
例 

ｂ 

し
か
れ
ば
す
な
わ
ち…

１
点 

ｂ 

こ
れ
す
な
わ
ち…

１
点 

ｄ 

こ
れ
を
も
っ
て…

０
点 

  

問
二 

５
点 

 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

（
解
答
） 

て
ん
か
に 

お
う
た
ら 

し
む 

 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
に
」
が
な
い
も
の
✖
０
点
。 

Ｂ
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
「
お
う
」
を
「
わ
う
」
と
す
る
も
の
減
点
１
点
。 

Ｃ
「
て
ん
か
に 

お
う 

と 

な
ら 

し
む
」
は
「
し
む
」
に
２
点
。 

▲
漢
字
を
混
ぜ
て
い
る
も
の
、
一
か
所
減
点
１
点 

  

問
三 

６
点 

 

 

（
解
答
） 

ニ 
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問
四 

５
点
＋
８
点
＝
13
点 

 

 

（
ⅰ
）
５
点 

 
 
 
 
 
 
 

（
Ａ
） 

 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

（
解
答
例
） 
き
っ
と 

今
の
世
の
聖
人
に 

笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
。（
５
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
き
っ
と
～
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
」（
３
点
） 

○
「
き
っ
と
」
は
無
く
て
も
可
○
。
「
必
ず
」
の
ま
ま
で
も
可
○
。 

✖
「
笑
い
者
に
な
る
」
は
✖
。 

○
「
笑
わ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
」
は
○
。 

○
「
笑
い
者
に
さ
れ
る
」
は
○
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
「
今
の
聖
人
に
」
（
２
点
） 

○
「
今
の
世
の
聖
人
」
は
「
新
し
い
時
代
の
聖
人
」
な
ど
可
○
。 

✖
「
新
し
い
聖
人
」
は
✖ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
ⅱ
）
８
点 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 

（
解
答
例
） 

古
代
の
聖
人
た
ち
の
功
績
は
、
た
と
え
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 
 

現
代
の
事
情
に
は
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を 

理
解
し
て
い
な
い
か
ら
。（
８
点
） 

  

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
功
績
」
は
「
業
績
」
「
成
果
」
「
や
り
方
」
「
考
え
」
「
思
想
」
な
ど
可
。 

Ｂ
「
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
」
「
昔
は
尊
敬
さ
れ
て
い
た
行
い
で
あ
っ
て
も
」
「
か
つ
て
は
偉
大
な
行
い
で
あ
っ
て
も
」
な
ど
可
。 

Ｃ
「
時
代
錯
誤
」
「
時
代
遅
れ
」
な
ど
可
。 

✖
笑
わ
れ
る
原
因
・
理
由
を
答
え
ず
に
、
真
の
聖
人
の
在
り
方
を
述
べ
て
い
る
も
の
は
✖
０
点
。 

  

問
五 

５
点 

 

 

（
解
答
） 

ハ 
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問
六 

９
点 

   
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 

（
解
答
例
） 
古
代
の
聖
人
の
行
い
は 

な
ん
で
も
よ
い
も
の
だ
と
は
考
え
ず
、 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
定
不
変
の
基
準
な
ど
に
も 

従
わ
な
い
。 

 

 

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 

今
日
の
事
情
を
考
慮
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
対
策
を
た
て
る
べ
き
で
あ
る
。（
９
点
） 

  

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
全
体
の
内
容
に
誤
り
が
あ
っ
て
も
、
部
分
的
に
意
味
の
通
る
と
こ
ろ
に
加
点
を
す
る
。 

 

Ａ
「
古
代
の
聖
人
の
行
い
は 

な
ん
で
も
よ
い
も
の
だ
と
は
考
え
ず
」
（
３
点
） 

△
「
古
代
の
聖
人
の
行
い
」
を
単
に
「
昔
の
も
の
ご
と
」
と
す
る
も
の
は
△
２
点
。 

△
「
昔
良
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
真
似
せ
ず
」
な
ど
は
△
２
点
。 

○
「
な
ん
で
も
」
「
す
べ
て
」
が
な
い
場
合
は
も
可
○
と
す
る
。 

 Ｂ
「
一
定
不
変
の
基
準
な
ど
に
も 

従
わ
な
い
」
（
３
点
） 

✖
「
基
準
に
則
っ
て
」
は
✖
０
点 

○
「
い
つ
も
同
じ
基
準
に
沿
っ
て
物
事
は
行
わ
な
い
」
「
常
に
昔
の
考
え
方
や
思
想
に
こ
り
か
た
ま
る
の
で
は
な
く
」
な
ど
。 

 Ｃ
「
今
日
の
事
情
を
考
慮
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
対
策
を
た
て
る
べ
き
で
あ
る
」
（
３
点
） 

 

○
「
考
慮
」
は
、
「
論
じ
て
」
と
し
て
い
る
も
の
も
可
○
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

  

問
七 

１
点×

４
＝
４
点 

 

 

（
解
答
） 

① 

ロ 
 
 

② 

ニ 
 
 

③ 

ホ 
 

④ 

イ 
 

    


	【Ａ・Ｂ・Ｃに関して部分採点を行う（Ａ・Ｂ・Ｃそれぞれ単独に採点を行って構わない）】
	▲末尾が「から・ので・ため」など、理由を表す語になっていないものは、▲１点減点。
	△「性質が伝染する」は「性質が適用される」等は△１点。
	○「お金の性質が伝染する」「貨幣の性質が対象となるもの全てに伝染する」「
	問二　12点
	【Ａ・Ｂ・Ｃに関して部分採点を行う（Ａ・Ｂ・Ｃそれぞれ単独に採点を行って構わない）】
	Ａ「高級な規範の特定の目的が低級な市場的規範の不特定な目的の手段へと転換することによって」（６点）
	○【「高級な規範→特定の目的」が「低級な市場規範→不特定な目的（の手段）」へ転換する】という内容で○。これらの語が含まれていても、特定の目的」「不特定な目的」についての説明が誤まっていたら✖０点。
	△「高級な非市場的規範が市場的規範になる」のように、「特定の目的」「不特定な目的（の手段）」の要素が抜けている場合は▲２点減点。
	Ｂ「前者は後者に締め出されるのではなく」（３点）
	○「前者が後者に締め出されるというのはミスリーディングである」という内容。
	○前後から、「前者」＝「高級な規範の特定の目的」、「後者」＝「低級な市場的規範の不特定な目的（の手段）」の内容が読み取れれば、「前者」「後者」の語は不要。Ａで減点されてていても、Ａに２つの要素があり、その２つを指すことが読み取れれば○。
	✖「前者」「後者」の語が無く、何が「締め出されるのではない（＝締め出されるというのはミスリーディングである」のか読み取れない場合は不可✖。
	Ｃ「むしろ包摂され、その性質を変えてしまうことになる」（３点）
	○「高級な規範の特定の目的（＝前者）」が「低級な市場的規範の不特定な目的（の手段）（＝後者）」に包摂され、その性質を変えてしまう、と読み取れること。
	✖「包摂される」のが、「低級な市場的規範の不特定な目的（の手段）」のように読み取れる場合は✖。
	△「包摂される」の要素抜けで、単に「性質を変える（失われてしまう／変質／変容する　など）」のみの場合は、▲２点減点で△１点。
	○「包摂される」は「取り込まれる」のような表現でも可○。「性質を変える」は、「高級な規範の特定の目的自体が失われてしまう」、「火K地のある目的は存在できなくなる」のような表現でも、可○。

